
翻 装飾古墳館熊本県立



1

表、

鱒鍾鱒鍾
罵

《

木原明氏
(国選定保存技術保持者日刀保たたら村下）識

基一一一一一‘基一一一一一‘

昭

現

宇

砂

務

昭

部

習

昭

昭和104

現在､株

宇部工営

砂鉄精§

務に従葛

昭和524

部由蔵キ

習得さオ

昭和61』

銑

霊

’

産
可

口

■
ロ

ー

’



平成11年度前期企画展

古代たたら製鉄
－復原の記録一



『古代たたら製鉄-復原の記録-』開催にあたって

菊池川流域は､古くから川の砂鉄を使って､製鉄が行われていたところです。
あめの上ひとつのかみ かなやてんじん

各書に残る天目一箇神や､金屋天神を祀る社の存在は､この証と言えましょう。

菊池川の上流域では､鎌倉時代中期頃に菊地氏によって山城国(現京都府）
らい えんじゆくにむら

から招聰された｢来派｣の刀工､延寿国村が土着し刀を鍛えはじめ､南北朝期

には数多くの名刀を生み出し､菊池一族に武器として供給しています。

また､時代が下がると菊池川の下流域の荒尾･玉名地方には､この延寿の分

派である石貫派や同田貫派が現れ､近世時には熊本城備え付けの刀として採
どうだぬさ

用された豪刀｢同田貰｣等を鍛錬しています。
L・ も じ

近世になると､菊池川中流域の鋳物師集落である中村(現山鹿市中)の動き

が活発となり､生活必需品である鍋､釜の生産をはじめ､注文に応じて近郷近
ぼんしようかんしよう

在の寺院の梵鐘･喚鐘の鋳造までも手掛けています。

このように菊池川流域に､刀鍛冶や名工や鋳物師集団を輩出したのは､菊

池川とその支流から採取される､良質の砂鉄が素材として存在していたから

に他なりません。

当館では､これらの歴史と古代たたら製鉄の淵源を辿りその復原を試みる

べく、島根県仁多郡横田町在住の国選定保存技術保持者日刀保たたら村下

木原明氏の指導で､昨年11月下旬から準備に取りかかり､当館敷地内に三基

の古代たたら製鉄炉を復原致しました｡続いて､12月6日早朝にこの炉に火入

れを行い､溶解鉄の成長の様子､玉鋼の生成を観察する操業実験を行いました。

この度の､前期企画展では､その研究結果を｢古代たたら製鉄-復原の記録-」

と題して一般公開することに致しました。

現代文明の基盤となっている鉄｡現在もまさに､鉄の時代です｡この企画展

を通して古代のたたら製鉄が､如何に多くの先人達の努力と知恵の結晶によ

って成ったかということに思いを馳せ､文化財の保護になお一層のご理解を

深めて頂ければ幸いです。

最後になりましたが､本企画展の開催にご協力を賜りました関係の方々に、

心からお礼申しあげます。

平成ll年7月20日

熊本県立装飾古墳館

館長桑原憲彰
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凡例………………･………………………･……

1 本書は､熊本県立装飾古墳館平成11年度前期企画展『古代たた

ら製鉄-復原の記録-』の展示図録です。

2本書の編集は､当館学芸員の討議のうえ企画･編集を行いました。

3 この企1曲i展の開催にあたっては､昨年12月の｢古代たたら製鉄

復原｣操業から､本企画展開催まで､終始一貫して日刀保たたら村

一ド木腺明氏［(株)烏上木炭銑工場相談役］のご助言．ご指導

を頂きました。

4本書掲栽の写真につきましては､たたら操業の準備段階から完

了まで､西大寺フォト杉本和樹氏に撮影をお願いしましたが､一

部当館で撮影した写真も含みます。

5借用した展示資料の所蔵機関･所蔵音及び保管者については、

巻末に､ご芳名を記入しています。

6本書の執筆は､当館学芸課野田拓治､長谷部善一が担当しました。

7なお､本書の装丁及び印刷データは以1くの通りです。

印刷仕様

･版型 A4版

･頁数 80頁

･組版 写真写植(15級明朝基本）

・印刷 オフセット印刷

･製版 スクリーン線数200線で製版

用紙く鑿献奎蝋淵
･製本 左無線綴じ､無線綴じ両袖観音

･表紙加工及び仕様マットニス引き

5
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平成11年度前期企画展

古代たたら製鉄
一短｣東の首己琵暴一

⑪
たたら製鉄とは？



鉄
を
つ
く
る

たたらとは､粘土(山砂と粘質土を混泥したもの)で

築いた炉に砂鉄と水炭を交互に装入し、
ふI,ご

吹子で風を送り木炭を燃焼させて砂鉄を溶解し、

純度の高い鉄類(和鉄)を生産する日本古来の製鉄技術を言います｡(鈴木!IUEl992)

「たたら」とは本来､送風装置の名称ですが、

これを用いて精錬する製鉄法を、｢たたら吹き」とも言います。

烏上木炭銑工場(日刀保たたら)遠景
8
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’たたら製鉄とは？

JILカラカミ．ﾙﾇﾉ辻遺跡III-kの鉄艇等は､鉄索材

として朝鮮､|も烏から持ち込まれたものではない

かと椛測できます。

この時期､鉄は地金として輸入し現ｲ}まで多

くの遺跡で確認され､｢小鍛冶｣に供するji(料と

して､鉄糀錬が成itしていないこの時期､鉄原料

のすべてを海外に求めていたのではないかと

拷えられてきました。

しかし､l'illﾉ1の多くの弥z{ﾐ時代集落迩跡から

は多岐の鉄製l制及び小鍛冷跡が川tし､そのllI

k例の多さからl 'il lﾉﾘでの粘錬のI11能性を想定

する研究汁もいます。

リ刎三時代の精錬適職は現在までのところ確

認されていませんが､蛸えつづける発伽l糊査の

なかで今後発兇されるIII能!||きがまったく!!!!い

とは!；えません。

-.方､現ｲ|までに確認されている確実な雌III.

の精錬追跡は､千ﾘ|かなくろ谷逆跡(岡llll!蝋社市）

でlil認されている61吐紀後半(II｢瞳1Iｷ代後､|りの

"-iです。

ノL州での確認例は､本報11『は||'されていませ

んが編|州市iﾉWIx花畑大牟l l l第2)}瞳の峨丘下

から検出された精錬炉が知られており611I紀第

訓ﾉﾘ､|判|とされています｡( W;'}l972)

なお､IWillf代に操業していたと碓認されて

いる製鉄炉は'|IIE|地方をI|1心に数例知られて

おり、この地域における確認例は続々州えつづ

ていくことと思われます。

近年､精錬･製鉄遺跡から川Iする鉄沸の金牌

学的調査(ﾉく雛1995)常識となってきており九州北

部で出土している鉄瀞の分析等から､材料の入

手経路等､たたら製鉄周辺の蝿境を推測するこ

とができるとともに､砂鉄や鉄鉱ｲ『を使川した

精錬遺構のｲド代を求めるT法が雁,Xしています

|1*|fi内において鉄の精錬はいつ噸からはじ

まったのでしょうか。

その起源については､ ' l il'il､朝鮮W;i)に求める

ことが出きますが､さらにその起源は遠くlli代

オリエントやスキタイ系の民族までさかのぼる

ことができるかもしれません。

III I:'ilと|ﾉLi域を結びつける証拠は少ない状況で

すが､｜｜本へ入ってきた鉄文化は確実に粘錬方

法が確立された技術を持った地域から導入され

たようです｡'|'|｣1では､存秋II＃代に楠IIIIによって
か人．l

まとめられた｢特-f｣のなかに金脳‘性武器の使川

状況を記述しておてり、7';flil器から始まる鉄器

製造の様子をlilうことができます。

II1様に朝鮮半島でも中IEIで記された地誰｢lll

海経｣は､I I 1 l 'ilﾙ11辺の術泓i!','i水や動物､そこに住

む住災呼のi氾述を残しており、'|'|:'ilで作られた

鉄製IIIIIIの多くがこの地域に流入していたことが
罫 L － ‐7 ，・ ん，‐ん

述べられています｡さらに､魏誌三｜･を東夷仏介
LA． 』1 %

辰の条に｢腓|鉄を出す｡韓･減･倭みなしたがって

これをとる｡諸市麗うにみな鉄を川い､ '|1l'ilの銭

を持ちうるが如し｡またもって_ﾕ郡に供紬する｡」

と記述があり、この地域で磯んに鉄が作り||}さ

れていたことが伺えます。

現ｲliの||水簿占学では鉄の精錬について､|肘

始時期が弥生時代とlli境時代とに大きく分かれ

現在でも紡諭はIIIされていません。

弥ﾉ|冊代鉄器で雌lliの部顛に入る鉄測ⅡIIは、

llllりlll遺跡(拙岡ﾘ14糸崎郡一丈町)の板状鉄器(鍛

造)、斎藤l l lll"(熊本県|荊祁天水IIIY)の袋状鉄

斧(鋳造)が知られていますが､これらはいずれ

も朝鮮半島からのI|‘|械陥とされています｡(MI 1"

1984､乙硫1961)

弥生||寺代には全IFI;ll'1勺に人陸系膳製ｲi器と伴に

多くの遺跡で鉄製IWIの川1がありますが､隆崎

<参考文献〉

潮見浩『最近の鉄研究をめぐって』｢考古学研究｣第22巻第2号1975年

窪田蔵郎『鉄の考古学皇雄山閣考古学選書91983

鈴木卓夫『たたら製鉄と日本刀の科学』雄山閻1990

村上恭通『倭人と鉄の考古学』シリーズ･日本史のなかの考古学青木書店1998

大澤正己『付編祐造坊たたら跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査：

佐賀県伊万里市教育委員会伊万里市文化財調査報告書第42号｢祐造坊たたら跡j 1995
三島格｢福岡市大牟田古墳群の製鉄吐｣げたたら研究聖二六号1972）
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IIW1148ｲli(1973年)に発行された)汕貞一苔｢I I

本刀に生きる｣(刀剣春秋新聞社発行)のなかに､｢し
ニーフLJ－1

かし､刀匠の悩みの一つとして､その淵となる"]§

鋼"の不足があります｡-1|!l'l%-jMIi1のｲく足は大I服

時代から以後だんだんと深刻となり、ﾐ'1時の刀

鍛冷はその~職|#を手に入れるのに|ﾉﾘfi!r八f!\し

ていました｡明端に作られた鋼が昭和の初期に

はほとんどなくなってしまい､以前は兇lhlきも

しなかったたたらの炉の底のものを今I Iでは

ﾉいに競い合って求めている現状です｡｣と昭和

初期の玉釧不足が記されています。
ャ‘ 1. 4 二

昭和8ｲ|ﾐから20ｲ|是にかけて束吋〔九段の端|]柳

社境内におかれていた陸加ﾘ微となる｢財卜i法
I÷描人.ﾚｰﾝ ぬんイLんかL 、ハレ号

人I1木刀鍛錬会｣において陸fIi川の車刀製作に

供するため､"玉柵，を確保するH的で､現在の株
四0’かみJ“彪人《』八．ニーフLj・ｿ 七斗とL》

式会社蝿'三木炭銑工場|ﾉﾘに高殿式たたらの｢端

l'ilたたら｣が復興されました。

この｢姑IKIたたら｣で吹かれた服捌は､終戦ま

でのあいだ約8.0001 1のl l本刀とし雌り、たた

らの低統技術も辛うじて受け継がれることと

なりました。

しかし､終戦とともに｜|木刀の製作及び･1鉱'1
;

製造は占領順により禁止され､｢たたら吹き」も

行われなくなりますが､ l l本刀が美術IIn}として

脚ぴ評il1iされはじめるとともに、|釧がIIjび底

をつき始めることとなりました。

lii述した｢端I玉Iたたら｣で昭和8年から20年に

かけて吹かれた|剛も､ll"l140年代にはlljぴ入

手|爪|雛となり、たたら製鉄の本絡的な復弧が全

|玉|の刀l辰から求められることとなりました。

そこで､財111法人口本美術刀剣保存協会は、

ll i靖国たたらが操業し､その後保存されていた
/jLふう

株式会社烏上水炭銑[場|ﾉ1に尚殿及び炉床を
8 ,.堂う砥 ●

fIm的に修理し、「l l刀保たたら」(財団法人、
● ● ● ●●

本美術刀剣保存協会が|附設したたたら）とし昭

fl152年1 1川に甦りました。

さらに､技術的なimで復原を｢I1能にしたのは、

日
刀
保
た
た
ら
と
は
？

端l'ilたたら操業期に村~ド職として従輔されて

いた綿強打が健在だったことと､炉床を修fil!し
ふP'一オ ： を七､ろLA･フ 出上

構築する際に参考となる｢端l '<|鑪艫床及釜荊llll叉1」

が残されていたことです。

もし仮に､この好機を逸していたならば､永久

に｢たたら製鉄｣を復興させることは|||来なかっ

たかもしれません｡俊興に力をﾉきぐした人々の

に
っ
と
う
ほ

災知には､改めてi.i賛されるべきでしょう。

｢靖国鑪玉調｣(竹印玉鋼正味十貫入靖国鎚出日本刀鍛錬会御中）

<参考文献〉

鈴木卓夫『たたら製鉄と日本刀の科学』雄山閻1990

月山貞一『日本刀に生きる』刀剣春秋新聞社

中国新聞社『山陽･山陰鉄学の旅1 1994

10



’たたら製鉄とは？
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’たたら製鉄とは？

旧刀保たたら製造玉鋼について】
玉
鋼
と
は
？

H刀|采たたらでは､ ~三代(31 1 1111の操業)にわたる操莱のすえ取りⅡ|された鍋は､洲作il'liのFによって
破砕され'訓を含む8等級に分けられ製IIIIIIとなります。

以下､それら鉄顛の製IIIIIIとしての迷いを兇てｲ｣ﾐきます｡(州慨li｝きばl l l荷称かj>変わっているところり)み炎,氾しています）

玉鋼1級A

柵に含まれる炭楽IItが1 .0～15%含ｲl.し､破liliが均憧なもの。

13



玉綱1級B

鋼に含まれる炭素城がl .0～15%fT

ｲ』し､破而がやや均質なもの。

’

めじろ

玉鋼1級(中･小粒)[旧名称目白大.目白小］

玉釧1級Aとほぼ同II1I欄の鋼であるが、

破砕するときに人きさ2cm以ドのIII･小

粒となったものを指す。

’
一



■I■■■■■■■■

’たたら製鉄とは？

玉鋼2級A[旧名称:玉鋼2級A]

鋼に含まれる炭素量が05～l

ｲjし､破miiがやや均醤なもの。

2％合

おおわりした

玉綱2級B[旧名称大割下］

綱に含まれる炭素昂が02～10%ia

ｲ』し､破砕の際に破Imが粗卿なもの。

15



どう陰,た

玉綱2級(中･小粒)[旧名称:銅下］
鐡 毒霧

玉釧2級AとほぼlilIIIII瞳の鋼であるが、

破砕するときに大きさ2cm以ドのII1･小
騨鍾鶴

霜粒となったものを指す。 艶

鍋

蕊
蕊

綴 蕊骨
縄寧趨

鐙一

繍用[芙塞冶用］
鉄･洲･銑･ ､|も迷ﾉ心鉄･鉱沸･木炭等が脱

成し､炭業雌に縦めてばらつきのあるもの。

16
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この壷料は､現在｜|ﾉJ保たたら村ド水原Iﾘl

氏が1ﾘi蔵･保禰されています。
：1． ， 1．， ：？ 力心'『＋

今li'l､lilIIｷに撮影させてⅢいた、卜戯家｢金朧
1人 紅庭. j‘

了illIと鈩l叉|｣腱聯:'il l l作(水ﾙi( |ﾘl氏所蔵)など

と比較すると､肩の力を抜いた[I I I Iなタッチが

印象|『ﾙな絵です｡この絵からはたたら製鉄に多

くの人々が携わり、尤全な分業制がとられてい

たかが伺えます。
〃人たち-力

この絵を|段から詳しく兄ると､まず｢鉄火流し」

をlIViいた|茶fがあり、砂鉄を含む-Ili少を切り肋
7酢 ｡：‘Iト

す｢打鍬｣を振りドろす人物や､砂鉄採取の場で
カハな‘ 蛸

ある、｢鉄)‘<場｣であることが分かります。

史に､ややドった位liiiで川に入っている人物は、
-fL ‘回・T oJA二一1

水流により比雨選鉱された砂鉄が集まってく

る｢鉄穴場本場｣での作業風蛾であろうと思われ

ます｡この鉄穴流しは､慶腱年|ﾊI(江ﾉ ill\代)に始

まったのが雌初といわれています。

II'段のやや上では､たたらを操業している絵
LJl 、 背

で｢湯I 1｣から炉|ﾉ1に｢湯はね｣を差し込み様j食を
1．〆久ｻ'

みる｢村下｣らしい人物､たたら炭を入れる｢炭焚き｣、
‐菩人"辞A －ﾗ､も _÷ t人

天秤吹了を蹄む｢碍子｣、さらに番fと思われる

休憩している人々、たたら炭を包むかや茅で糺1,1

んだ｢炭だち」と忠われるものや､それを背負っ

ている人物が描かれています。
力な

II1時に､たたらの操業の際に使川する逆典顛(鉄
監′､二 二か記 治上 ：t －r

又､小鉤､釜いで熊r)が炉の近くにli1''iかれこれ

らの道具の使川||的から､たたら操業の終わり

に近い段陪のもののようです。

これらの迩呉は､4J在でもl l刀保たたらで使

われているものと'11じ道具と思われます。

たたら操業の絵のド段には､大III林地主である
心』ん厳 、

鉄穴師と思われるタバコを吹かす人物や､||腿繩

を付けたり、砂鉄を||今味している人物が見られ

ます。
』＋ 、

雌下段には､玉釧を製I1111Iとして｢藁包みI釧柵

包IIIIII」として馬に砿み､IIWしている凪餓や､川
一j､き l 上狂八

(海？）に入り｢鋤｣や｢鋤簾｣で砂鉄をすくってい

る様子がhII'iかれています。

このように､それぞれの場liliでさまざまな人々

が光全に､分業制でたたら製鉄を支えている様

.rが伺えます。

以上のことからこの絵は､鉄穴流しが姉まつ

掛
け
軸
に
見
る
た
た
ら
製
鉄
驫
込
壁
図
・
農
作
）

、

針

3r _g
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々
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一
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9

、
タ

踊 頤

鉄之里到国厩作(木原明氏所蔵）

たとされる､慶腿(1596～1614)以降で､さらに
‐写人な

犬秤吹rが発Iﾘlされたとする、尺II(1681~
L；うき上＊

1683)fI!jZ( 1684～1687)年|H1以降にhIl'iかれ

た絵であると椛測されます”
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島津邦弘蕾『山陽山陰鉄学の旅』中国新聞社1994
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’たたら製鉄とは？

I I

鹿

IM

p･I
一

4 J.

一
町

鉄方軍団鉄穴流し

一

鉄汐里図たたら製鉄操業
19



たたら製鉄を統括する鉄穴師か？

r

一 ー一一一一一－－－ 一一一一一一一－一一一

---- 一一 一一－一～一ー

一

一一二ｮ･

蕊包み玉調梱包品運搬と川(海？)砂鉄採風景

20



’たたら製鉄とは？

靖国たたら時代の畷包み玉調梱包品｣烏上木炭鉄工場所蔵

』

蛤
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平成11年度前期企両屠

古代たたら製鉄
一予夏原の言己塞最一
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古代たたら製鉄

復原の記録
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操
業
前
日
ま
で
の
記
録

たたら釜を作る。

lli代たたら製鉄後ﾙi(作業は、l2116II(II)を迎えるにあたり約3週間liijから準術を始めた｡初めて

う件堆であったが､蛍眼な柵を作り||'すための準術である。

ひとつひとつの件莱が新たな発兄であるとともに、I.(まきI)のI11能ljliに改めて感じる機会となった。

ij

11月13日穫臆の建設

たたら製鉄を復ﾙi(するにあたり､力iを件る範

|ﾉIはもちろんのことさまざまな道典ii'iき場や作

莱賜が必要となる。水分を嫌う炉床部分を'|'心

として必要雌小|災の穫臆では､l:11天時に件堆に

支障が{||ろ。

操業､11 1 1に多くの兇学:汁のﾉ!/々が|'111ｷに作業

を兄'､jをできるとともに､作堆をする汁にとって

も動きやすい種隠が必要をつくる必要がある。

11月21日炉床作り・自然乾燥

炉床はたたら製鉄を行うためのj!聯となる施

I没である｡この施設がしっかりしていないと､茶(炉）

本体も安定せずji'1辺での什堆にも支障が出る．

ここで､使川したまさI(III砂)はIM'|jから

運んできたもので､辿常l l l llll部で収れるl l l砂で

砂憧が多いと崩れ胤箇が伽いとIMIIIに弱くひ

び判れてしまうため遡腱なMli'|；を狩ったl l l砂を

進んだ。

砿みIげたまさIは､進りﾉ'jでllIした､I法に

合わせて｜水|瓶で使川される「|端たたき」と

呼ばれる遊興を使い｜一分にl111き締める。

釜のIII心となる'l!火の窪みには､|ⅧⅡI施,没で

あるド灰を施すため､地i川から水分が|きがって

来ない様にIⅢ火煉瓦を敷きi;,'iめる。

下灰／築炉予定の炉床中央部で松を燃やし炭を作る。

声

－しズ’よい

下灰炉本体を築く直下にあたり炉床の保温乾燥を

はかり鋼ができるカーボンベッドにあたる｡この下灰

作りは鋼の出来不出来に直接関係するだけに一連の

工程のなかでも重要な作業の一つとされている。

蕊
一

1 1月27･2811 炉床の乾燥

出来あがった炉床は､多くの水分を含んでい

るのでド灰を施すl)1に|-分乾燥させておくこと

が必典である｡炉床のﾉ1'1りにﾉ〈ktの木材･を価み、

|ﾉj部まで乾燥するようにゆっくりイjう､3jILと

も乾燥させるのに約21 1かかる。

瞬町

当今

園
L’

晋擬

下灰／炭を叩き締める作業を繰り返す。24

鴎
居津が

鍵

酌

簔議
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鬮
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llたたら製鉄の復原の記録

下灰／｢床しめ｣を使い火が残る炭を叩き締める

1 1月29日下灰作業1日日

下灰を施す範|ﾉ'1は､炉床''1

央部の80cm×80cmのﾉくき

さで深さは約30cm｡この場

で松材を燃焼させ､灰になる

Ijijの炭の段階で､カケヤ(木槌）

で叩き締めていく作業である

地迩な作業のわりに炭が

おき火の状態で炉床Ililiま

で艦り｜:がるようllljき締め

るため､il｡MIIのなかでの作業

となり一連の|を程の'|!では

一帝大変な作業である。

●

一

捧

噂

I7
I

鴎一
一
一

謡

鯛を篝
｡

嫉
記

藩奄
舗r

鏡鎚笏勇

塑孑直』

鍵
や

篭
今|!IIはこの作業を､'1初2

～3人で交拝でｲjい､件漿初l lで約20cmまで逃

した｡からだのII![ |くからの熱であるため災lifllll

の作業は|||来ない．

使川したカケヤはおき火をllllいたため炎Iiliか

ら5mmほど炭化してぽろぽろとなる。

l lj度、lll!II松材を燃やしておき火を作りllll

き締める作業を繰り返し行う。

12HI日下灰作業31二III

1lﾘ1811ｷすぎに､烏|三水炭銑1場より鮒を姉め

とするjmL類が-式到ﾉi''iする｡足蹄み輔や釜l、

砂鉄等をフォークリフトを仙川し､脚判ﾉﾘに逆

び込む。

4NI Iもl l l !|!、ド灰什柴を続ける鰺′｢後になり

ようやく炉床｜川まで炭が迷するがllllけばllll

くほどドがっていき､蚊後のひといきが進まない。

什堆にあたる}I!､'1背にもそろそろ体ﾉjの|眼界

がlilえる。

夕刻､’';ﾙ根ﾘILより水ﾙi( Iﾘl氏が全ll7i帯される。

11月3011 下灰作業2日日

前|｜まで行ったド灰fl;業であったが､什業終

j'時にllllき締めたことで火は油えたと思って

いたが､21 1 1 1の作業を始める際に約12cmが灰

になりIITI Iまでの件業は､灰となり油えてしま

った。

あとで水〃j( Iﾘl氏からトタンをかけケi歌(との

接触を少なくしておくと灰になる分|,iが減る

とお聞きしたがあとの祭りであった。

雪‘念者

鰯

』
恥
冗

下灰／この作業中夜間は下灰を施す部分に
丸太を敷き詰めトタンを掛けておく。

廃

25



12ﾉ12日下灰作業411H&築炉1日、

水ﾙj( Iﾘl氏の参力llによりIIIぴ潮気がIIIて作梁

にﾉjが入る｡下灰{ﾉ|業は､水ﾙi(氏脂導のもと雌後

のil 1畠げを行う｡昨l lrll7i!'『した迫1噸｛から｢床しめ」

を使い広いIniで炭を締めていく。雌終的に､松材

が足りなくなったため粉炭(松)を入れ､水ﾙj(K
I齢

が｢灰えぶり｣で下灰の炎1iliをならしながら什莱

を指導される。

lリー炉のド灰終｣/後､水〃i(氏は築炉i'|;業を|ﾙl

姑される｡簗ｸﾘiは兀釜､'l1釜、｜茶と↑jう･なかで

もﾉt釜はflliの成挺により炉A朧が催蝕され薄く

なるため､強鹿が必嬰で巾茶・I篭とは粘笛の迷

う｜を使う。

ドノ火のうえにJIL礎となる|Ⅲ火煉瓦を炉の堆

礎としてliiiき､約12時|H1の操莱にⅢえうる〃雌

IIJ｣:を決め､I法板を'|'心に粘|・を砿みIxげて↑｣:く

砿み’1げる粘lは、促さ約20cm、ルミさ約

10cmの蛙ﾉｿ形のブロヅクとし､桁|!l朧に､1r､<

繋ぎ|｜を撫で付けながらIi'i lブロックが父ﾉI:

に'弧なるように横む。

下灰／調か成長する部分にあたるため､入念に作業を進める。

下灰／木原村下か｢炭えぶり｣を用い下灰の状況を確認される
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Ⅱたたら製鉄の復原の記録

築炉／下灰が終了した炉床に､下灰の中央となる部分を

正確に測り釜を築く

鱸蕊譲鱗灘鍵築炉／下釜をさまざまな道具を

駆使して仕上げる｡(1号炉）

27



力i床|川から約30cm,位まで沁釜川の1.で砿

みl1げ､さらに'l 1 " |翁川の11でIII釜を約90cm

まで築き釜|ﾉ1とそのﾊ'1辺を薪で燃やし強ililll!11に

乾燥(ﾉ|蕊をfjう。

2}j･と3}jﾘﾘiのド灰件染は水||でほぼ終rする

本||から、｜|本〃鍛錬研究所刀|ﾉf松永源7'《

郎氏参力II｡

ノE釜が築き終わったところで、「辿い'|}し」と

よばれる桁|!1徒の‐ﾉ'/がとがった棒を111いホ

ド穴をあける。これは､送風術を取りつける場lﾘ『

及び力ilﾉjを観察する火となる。この作業は､|りくき

こむ瓜の角哩で柵の成1畠の典介が変わり操業

の絲果がﾉfｲiされるので､村卜の腱ｲ|;の絲賊が

雌も生かされるところである．

築炉／下釜ができると中蓋まで一気に作り上げる｡(1号炉）

28



Hたたら製鉄の復原の記録

築炉／中釜まで完成後
強制乾燥を行う｡(1号炉）

築炉／｢追い出し｣を用い風を送るホド穴をあけるﾛ<1号炉）

29



築炉／築炉用の粘土ブロック作り、

築炉／強制乾燥後ヒビが入った炉を補修する。30



Ⅱたたら製鉄の復原の記録

12月3日築炉2日11

2}j･炉､3号炉のﾉ心需竹;り

をI-|1心にｲ｣&う。参加者- - |!1

でブロヅク状に粘上を作り、

炉床上では水腺氏の指導の

もと築炉作業が進む。

各炉の大きさは､使川す

る送風装il;iにより瓜を送る

ホド穴の形や角度が異なる。

’'1｜｜築き、乾燥作業を進

めていた1 )j･炉は各所に大

きなひび割れが入っている

ため､築炉川粘kを水で溶

いた|・を接ｿi|箭ﾘとして川い、

補修する｡補修作業後も、さ

らに釜を乾燥させるため薪

を投入する。

2，3号炉ともl)j壽炉と|!j

様に、巾釜までIll来たとこ

ろで乾燥作業を始める。乾

燥作業!|!は､炉唯から磯ん

に水蕪気が'〉員ちIり急速に

乾燥して行くのがII1える。

12月4日築炉3[1

1'1釜まで）'f成した茶は史

に乾燥作業を行う。乾燥の 築炉／｢釜がえ|を使い余分な粘土を取り除く。

典介は炉確から立ち｜る水蒸女(で判断しながら

進めて行く。

灯峨は､新を燃やしているため真蝋に煤が付

満している。

乾燥が進んだ､ l ))炉から__I糸を築く。｣:･ 'l1f

川のili上をブロヅク状に砿み'差げ|!1筒状の1Jiを

作りIげてｲJ‘く。

炉は､尚さ120cmのil!iさまで築き|川をなら

し乾燥作業を行う｡炉畷は､粘|の粘‘|'|；がゆるい

部分の崩ずれや､ゆがみ防II:のため､泥に没した

泥縄(荒縄)を巻きつけ締め上げておく。

lf過ぎに、l lﾉj保たたらから､部I I I IW?氏･MIII

足旗氏､術ljil"|祐忠鍛刀処ノルだ l l l本諏也氏

が参加され2)j炉､3}j-炉の築ｶ_i作業が進む。

水||から､夜IIM力i床の保洲と炉の'liZ煤を||的

として30分おきに薪を入れる作業を行う,必然

的にｲ'fい参加祥の業務となる｡
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築炉／上釜の製作。

築炉／夜間も炉の乾燥作業は続く

32



Hたたら製鉄の復原の記録

12月5H操業前日

[本日の作業内容］

｡｢炭切り｣作業

たたら炭は普通の家庭川の炭とは

述い､畑ﾉ州II皮を｜をげるためガスが少

し残るように焼かれた炭が川いられる。

その材髄はクヌギ･サワグルミ・ミズ

ナラ･クリ・ケヤキ等が多く川いられる。

ここで使川する炭はこのたたら炭

を使州するが､使川する時間'II1:･ l l l'I1

別に使いやすいように炭を切る作業

が必要となる。この作業は参力ll門の下

仏いを受け､約400Kgを手斧で切る作

業を行う｡炭にも切る際に切りやすい｢||」

があり、これを知らないと、我々は炭

で汚れるばかりでIIII『労する。

しかし､冊岡ﾘr4 )''f膿茶の!I1｣の八木

氏が1人FIWIIれた作莱を披露され､多

いに助かる。

熱龍 会〆緬ア
皿

戦
隠三鯛=LL!

：､垂11

I野

岬
朏
赫
挫
鍔

唾$鮒
I

壷一
二

…

一三

－両

善h心
言

炭きり／たたら炭を使用目的毎に切り分ける。

炭きり／切り分けた炭を振るいにかけ選別する。
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操業準備／足踏み吹子の設置

手押し差し吹子の設置

｢

I

ａ

操業準備

W剣ill lll 、

M1 Wi 11 ”‐

I
（

一言二魂I晴
潟

操業準備／2号炉｢つぶり」(風を配る部分)の設置
34



Ⅱたたら製鉄の復原の記録

･吹子等送風装置の設置

今II '|俊原操業する3雄のたたら炉はすべて送

風ﾉﾝ法の違う装iifiを使い､鋤の典介､炉|ﾉ州,i度の

変化律を調査し､たたら炉の発掘洲介11；例の参

考壷料とすることを’''''9とした。

l"･炉足蹄みIり<ja( 11IL)

2}j･炉電動送瓜機

3)j･炉手#IIIし旅しIりくja(211f)

*I Iは､送風術の炉本体､つぶりへの取りつけは

行わない。

･炉内及び周辺機器のデータ観測

各炉毎に以ドのデータを観測した。

炉内温度

炉|ﾉ1の炉床-炉ド部･炉'l!央部･炉1部の柵座

測定を行い炉|ﾉﾘでの砂鉄の溶解il1,1度のI洲介を行う。

炉内ガス組成

砂鉄及び鉄鉱ｲiの溶解する時発/|をするガスの

溌腱を測り、砂鉄の通ﾉ心の際の峻楽状態の変化

を洲行する。

送風管内風速

送風装i賀からの風速を測定し､常IIf炉|ﾉ1に吹

きこまれている風の迷腱を測定する”

風圧測定器

送風装i間から送られる風の風圧を測定し､炉

|ﾉ1へ送られる風のl,tを測定する。

o炉周辺の清掃及び操業道具類の設置

炉床作りから卜灰作業､築炉までに他川した

壷材の（付け。
4--畠l_〃

oたたら釜の士かけ
こみ:土7堪

粘kを溶かし込んだ-kを泥辮で､炉確に稔り

こむ。

操業準備／炉体への観測機器の設置

F

’
１

ロ

※本l lが止曜l lのため､多くの方々の作業への

参加があり皆､木原氏の指示もスムーズに進んだ。

※昨夜から続いている炉及び力味の保淵作業

を本l lも実施｡ｲiff文化11ｲ|對係職此を!|!心とし

て撞雌前に張ったテントに油り込み､30分置き

に耕の投入を行う。

夜II!に訓済する参加荷も多く、翌'iﾘlまで大騒ぎ

の夜となった．

操業準備／乾燥が終わった炉は粘土を水で溶いた土(とうじ)を塗り操業を待つ。
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Ⅱたたら製鉄の復原の記録

日
刀
保
た
た
ら
指
導
者
紹
介

部田博善氏

ルJｲf､株式会社安来製作jﾘ『ワイエスエス烏L

木炭跣[場1場腱｡!;ﾙ根ﾘM鳥多郡械I I I III1IIf住。

今|!IIの｢lli代たたら製鉄復ji(｣に際し､iWW:的

観測データの計測･記録をiそな業務としてご岬

/JInく。

1 夕
､L'I

F

閑､、
ト‘

篭篭
鼠

憲駕 II
＝■｡

『

ｈ
凪
臥
露
配
》
へ

珂
梨

灘

戸
“
、
確
蝿
岬
》
”
１
△
Ｊ
唖■

＆
８
ｒ
“
器
●
４
▽

罰

霞､
､翁
翻や
鑓

Ｉ
。

F1
･侭弓 ＝

：
一』

g L

し 51

■■

知I。

木原明氏

(|側選定保ｲf技術保持荷l l川呆たたら村ド）

I1｛杯l l 10年10川71 1/|まれ､l l l l l県'jf部'ij出身。

j;j根ﾘ!LI多郡枇l l l llll.在{I｡

現ｲf､株式会社安来製作所ワイエスエス烏l鷺

木炭銑|:場州j淡役

宇部l:莱肘#'j之校採鉱科卒業後､ l l '>:制闘株

式会社安来［場に人社。

砂鉄粘錬のliﾉ晄を勤められ､その後(株)鳥|も

木炭銑|:場にて木炭銑製造､砂鉄IIIi錬業務に従

'IIされる。

｜|側'52年､財|､jl法人||水災術刀剣保存協会の｢I I

刀保たたら｣|州投とともに､帥|ﾉ語の安部l l l戯村1<

のもとで､｜〈鋼製造及び伝承荷僅成鞭堆の研修

''3として｢たたら｣の技術を習得され､現ｲIi､ I IﾉJ

保たたら村1<として後継背の焚成に尽力され

ている。

IIWI161年(1986年)4川281 1 ，1 'il選定|采存技

術保併尚(|玉|雛形文化財)に認定される。

堀尾薫氏

現在、株式会社安来製作所ワイエスエス烏上

水炭銑_に場i柾｡||〃保たたらII1級村ド養成画。

II舟根県に多#|"il l l lll1.{f住．

今|!IIの「lli代たたら製鉄復原｣に際して､3)j･炉

のlIi征仔としてご尽力瞳く。

、

／ 〆

／ ／
／

1/HX
】

ロ ーマ

ウ型
1

一一一一一

シ三

産‐謂
認
醤

鴎=_一
ひ

蟻 鋼
一

、

r
ｌ
ｌ
１
ｎ
１
Ｌ

垂

山本祐忠(哲也)氏 －この方々の指導により今ロの企画が実現しました｡一
4J在､備I)iil或IWi忠鍜〃処刀匠｡l l刀保たたらk

級村ド餐成画｡lill l luil亦辨部熊l l llll1-在住。

/>1I~IIの「1 11代たたら製鉄復原｣に|喋し、l }j･炉の

l.'i任桝としてご尽力mく。

<参考文献〉

『日本のわざと美武展-重要文化財とそれを支える人々－

展示図録文化庁文化財保護部伝統文化課編1998

鈴木卓夫『たたら製鉄と日本刀の科学』雄山閣1990
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操
業
前
日
ま
で
使
用
し
た
道
具

つぶり締め(2本）
＆き

材礎槙か栗

法IIt 柄睦250mm×25mm

IIIWII235mm×35mm

1 1刀防&たたらでは､操業IIIつぶりが乾

燥してヒビ荊れしたとき､I11Jき締めるの

に川いられるが､』11節では築力iの際に粘

｣･を置く場所を決める際に炉床の一部

分をIIIjき締める時に使川する。

床しめ(2本）

材憧槇

法I,i柄艫750mm×50mm

打部550mm×80mm

1 1刀保たたらでは､炉の周|外Iの1

おじりをllljき締めるのに川いるが

では下灰作業の際に川いた。

Fや

1ifiai

とるほうき

泥箒(3本）

材髄難

法l,i 全長250mm

11'W50mm

この辿典は､;11館においてもI I刀保た

たらと|'1様に水で溶いたla(とうじ)W,

-|を塗るときに持ちいる。

かまつち

釜土

【築炉用粘土ブロック】

笙

｛10

～一一

10cm
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Ⅱたたら製鉄の復原の記録

,li代たたら製鉄復ﾉﾙ(のためI I刀保たたらから移送したさまざまな道具麺

かま

釜がえ(2本）

材質梶､先端部は鉄

法量柄長l.200mm

先端280mmx

この遊興は､築炉の|聯

法量衲長l.200mm

善鐸胃譲蕊鍾蕊蕊蕊毒慧 馨夛毒室_･竜言一 二琴母2皇多
~琴

･600mm

先端280mm×135mm

この遊具は､築炉の際に余分な

り取る時に用いる。

上を削

39



追い出し(左・1本）

材箇梶又は櫨

法IIt 全腱770mm

炉にlkfからのはく．ち羽I 1を取り付け

る部分になる､ホド穴をあけるのに川いる。

ふききり(1本）

材憧梶又は槇

法賊企挺435mm

おいだしによりあけたホド穴を火きく

腹げるのに川いる。

竹くら

材憧竹(2本）

法雌全腿480mmllll,il5mm

操業'II､ホド穴内部を鋼の成腿典介に

あわせて肌を送る角l典等を変えたりホ

ド穴に粘|･を磯ろ|際に利用する。

打言き(左・4本）

材匿捌材

法賊全長350mm～650mm位

ホドン'(に容)i''iした半溶解の捌津がl,'ilく

除去できない場合､金槌と併川して使う‘

ホドつき(2本）

材憧柄 、7爽

衲先鋼材

法蚊柄1 15mm･衲先680mm

ホドン‘<に付)i'了した､|《溶解のflil津を除去

するのに陸川する。

木槌

40



Hたたら製鉄の復原の記録

蕊識灘灘蕊議蕊鍵鍵識蕊蕊鍵鍵
ｰ

蕊蕊議

残±えぶり(右・2本）

材髄衲 、i'爽

蝋極

法雌隆さ1025mm先端llli,1 30mm

築炉の|際に､炉の周Ijl:|に落ちた残|や､操莱IIj

に冷えたノロを除去するのに川いる。

炭えぶり(左・1本）

材硬柄 ‘ド夷

先端版

法11t #IAi1 .435mm･先端llli,i370mm

菰から出た木炭を炭焚きしんどりに掻きいれ

るのに川いられる。

おじりえぶり(1本）

材衝柄 、f蝿

頭極

法I1t催さ1220mm先端llli,1385mm

炉のﾊ'11井|のIM(おじり）を＃'洲)するのに川い

られる。

<参考文献〉

財団法人日本美術刀剣保存協会編

『日刀保たたら写真記録(用具類等)』資料報告書1982

41



、

’

１
１

1l

』

珊

＝

ー 卓

一二

築炉／|淵のLIIでの操業準備しばしの休憩
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Ⅱたたら製鉄の復原の記録

出来あがった2号炉

■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■ﾛ■■■■■■ﾛ■■■■■■■U■ﾛ■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■E■■■■■■、

たたら製鉄操業の記録を i
■

どのようにして残すか！ I
p

p

B

最初に鳥上木炭銑工場を訪 日刀保たたらの技術が当館で再現される ：
保たたら高殿｣を木原明氏 機会に是非､そこで参加し操業に立ち会っ I
言､その薄暗さのなかに日本 ている人々の息遣いを伝える場面と､その ：
jが生きている場所に驚きを 瞬間の映像をきちんとした形で残したいと ：

ロ

§させて頂きました。 考えました。 ロ■

冒墳館で操業実験する場合、 操業実験が終了した今､それらの映像は ：

’はその技術の一部に触れる 貴重な技術を鮮やかに臨場感をもって､再 ：
ロ

〕､もしれませんが､そこに立 現することのできる資料として当館に収蔵 ：
日来ない大多数の方々に､広 されています。 ﾛﾛ

ﾛ

且解して頂くにはどのような ロ
ロ

慣いかを考えました。 ロ
■

ロ

ロ

ロ

ロ

ーク

■・

〆
日
日
８
８
．
．
．
日
・
■
・
日
・
・
■
・
・
０
．
．
日
・
日
日
日
日
■
・
日
・
・
日
日
・
日
日
・
日
日
８

平成10年薑､最初に鳥上木炭銑工場を訪

れたとき｢日刀保たたら高殿｣を木原明氏

に案内して頂き､その薄暗さのなかに日本

古来の伝統技術が生きている場所に驚きを

感じながら見学させて頂きました。

実際に装飾古墳館で操業実験する場合、

立ち会った方々はその技術の一部に触れる

ことはできるかもしれませんが､そこに立

ち会うことが出来ない大多数の方々に､広

く研究成果を理解して頂くにはどのような

手段を取るのが良いかを考えました。

、画■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■w■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■I■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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古代たたら製鉄
一孑夏原の言己録一
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古代たたら製鉄の復原

繭



操
業
当
日
の
記
録

12月6日操業当日の記録 発火､火種を採取し2)j･炉に移して火入れ式は

何とか成功する。

7時53分123}j･炉とも送風附好i

足蹄み輔は/Mi2fi､'|'火にlffのi;l･5街､珠し鮒

は1 ｣!喋につき1打でスタートする。

操業班細成

別炎参照

9時30分

岐初に､木炭を入れてから約311WI後の9時30
R－ ，イム

分岨に｢初繩｣(雌初に装入する砂鉄)を入れる。

各炉ともに､雌初は5009の砂鉄を入れその後、

釜の|ﾉ1部状況を兄ながら徐々に5009ずつ噸や

して行く。砂鉄抑人に|際しては､ﾉM!のスコップ

を使い黍1部の桁I1Iの力峨に沿って少しずつ均

等に投入する。

砂鉄抑人後は､約2Kgの木炭を入れ上Ⅲで炭

が､|えらになるようにならす.これは､炭が均呼に

燃焼し誰の''1で､|え均的に下がりやすくするため

と思われる。

ガi内の#Ⅱ1度がlilく上外するためIIWI I("l l)

に＃,li l3でⅢ§った湯l l栓を取りつける。この椎は

消耗したら|||津||の大きさに合わせて作りかえる。

筈炉ごとの釜のｲ|:様は以下の辿りである。

1F棚i ()|!>11 :木ﾙi(･ l l l*･松永一八木）

送風装祇足踏吹-f

羽I 1 6*

使川ﾉ泉料烏I典砂砂鉄

使川木炭たたら炭

2号炉(机，11:水ﾉﾙ(･腫谷部･池l l l ･後藤）

送肌装iifi 送肌魎動ブロワー

11I 1 64x(つぶり式）

使川原料輸入鉄鉱ｲi

使川木炭燗ij場川木炭

3IM-i(fl li'1 :水脈･llMIM･ l l l-ドlllfT)

送肌装ii'i 手ｲIII熊し1次jを

羽l l 4*

使川1ﾙ(料烏上典砂砂鉄

使川木炭松炭

午前5時30分

水原Iﾘ1氏及び部I111#:稗氏､Ⅲ{泥施氏､ l ll*

紳也氏､装飾,li墳館に皇l1満。

蒲待えを済ませ､1II代たたらを操業する穫膣

内へ移動｡''1;夜からの釜及び炉床のMIII状態を

確認後､鮒の送風|｣取りつけ､1淵測定器機の岐

終セッティング､使)11する道典顛の雌i認l'ijii!i

等を行う。

忙しく準備力嘘むにつ細り11 1がｹll.り始める.~i"

･侃々、参川汗が集まり始め､序々に緊張感が間

まっていく。

6時30分 l }}ｶ_i雌初の木炭挿入

6時35分2}j･炉 〃 木炭挿入

6時51分3))炉 〃 木炭抑人

7時30分たたら製鉄開始式

l'i鮪､f1@脹桑〃i脳彰による|＃I会の挨拶

l l刀保たたら村1く水原Iﾘl氏より各

技術行の紹介

7時35分火入れ式

J1館体験'､j島習で実施している古代の火起こ
ホ L 起

し技法のひとつ｢郷切り技法｣によるjI､(火式を

行う。しかし、:'1餅幟堕が作業を行うが火梛が

llI来ず恩がl2がりイ0f手と交梼｡約10分後に兇蛎

操業／送風が始まった風で､炭を起こしながら炉頂まで充填する。
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Ⅲ古代たたら製鉄の復原

－－蕪

火入れ式／｢莞切り技法｣にて火を起こし火入れ式とする｡

卿＝《
！

$“塗
一

１
，
１１

Ⅱ

ｈ
、
０
０ 剛I

I

、

八
1

操業 手押し差し吹子の稼動開始｡(3号炉）

mll|I

剛 ⅢI瑚淵 熱
I

蝋
W

I
T亘己

A

蝋蝋

足踏み吹子の稼動開始｡(1号炉）操業－5三里.、■111J『･序

11M 』屋

■

【

搬
I

L
'二

ト
『

善一

F
－今

誼 雲？頚
■ぜ

竜1‘鰯」

、

凸』
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操業／木原村下にり｢種すき｣を用い最初の砂鉄装入が行われるc(2号炉）

砂鉄装入について

砂鉄を装入し始めてから､炉の|ﾉ1部の燃焼状

態から|沙鉄の装入11tを5009噸位でふやしていく。

砂鉄抑人に際しては砂鉄補と呼ばれる、III央に

11:切りがある辿lLを利川する。この辿典は､あと

で記述するが木炭装入柚とともにII『代たたら製

鉄復ﾙi(川に水ﾙi(氏が特別に作られた辿典である。

1 1!IIに装入する砂鉄の雌ﾉ〔1Itはl }j･炉が約3時

|ﾊI後の1211,↑45分に2kg､2)}炉は4時IM後に2kg、

史に約711fili130分後の1711,fには25kg､3)j･炉で

は約311ｷlNl後の131If30分に1 .25kgの装入1,iに

述する。

砂鉄を装入するタイミングは､木炭が炉111JE

り約5cmドがったll ﾉ1,(で砂鉄と木炭の装入をｲjうゞ

操業／装入する砂鉄も木炭同様､重I1;を測る。
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Ⅲ･占代たたら製鉄の復原

勺

皿
画
一
ゞ
Ｉ

増
。

操業／3号炉も砂鉄装入を開始する。

木炭の装入

l 1｢'1に装入する木炭は、l lj･炉で2kg､2}j･炉も

2kg､3)j･炉は炉|ﾉ1の状況等から1kgである。
jfル‘）

装入する木炭はその部度､秤で木炭装入柵ご

と計り、｢炭きり｣作業を経たものを使川する。

木炭装入柵は､｜|ﾉJ保たたらで使われている｢板

しんどり」と呼ばれているもので､辿常､築炉時

の残I除去惇に他われているものである。

操業／炉内に装入する木炭は､そのたび毎に重吊を測り使用する
49



吹子の稼動
舟j笹｣と!;､うルJ在でも使うこの言葉は､たたら操

業を支えていた足跡み吹f労働肯から光/kした

ものと;子われている。

F抑策し吹子は2』,県をl'11ifに動かし､3〃･力iに

送風を続ける。この吹j全は押しても､リ|いても風

を送ることができる構造となっている。

｜ﾉ1部に狸の皮が張りこまれ､風のもれを防ぐ

と共にスムーズに動かす役荊も持っている｡風

IIIは､足蹄み吹子ほどはないが炉|ﾉ州III腱はほぼ

'11じiliiを示している。

/>IIII多くの参川荷協力のもと､絶えIIIIなく炉

|ﾉ1に風が送り続けられ､その:,''f労が操業の成功

1･号炉に肌を送りつづけている足蹄み吹~fは、

両サイドに2HII1央に1打の5人一紺で稼動する。

中央に立つ人物は､l,ij足で稼動部分に踏ん張り

/iそ右の動きに合わせてバランスをとる役||をする。

足蹄み吹子班は､妓初5人1I111fに入れ祥わっ

ていたが途'|'から､疲れた行から順次変わり始

める｡ﾙ錦|H1の兇学祥が多い|| |ﾊI,lll:は兇'､jを祥が吹

子に上がる場liliも兄られたが､夕刻近くには､ほ

ぼ固定メンバーとなり大変過l'il'iな什莱であった。

近l1tに水lliを利川しその動力を使川し始める
（.【人士

まで｢悉子｣と呼ばれる人々がこの､足蹄吹-fを

稼動させ､たたら操楽が行われてきた。｢かわり に締びついたといっても過i_;ではない

’
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＆
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－

I，
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一

勺

鶏 F

牽一z，謹蕊1
操業／手押し差し吹子の稼動状況。
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Ⅲ古代たたら製鉄の復原

操業／1号炉及び足踏み吹子の稼動状況。
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操業'|'､各ｶｰ畷任脅の,氾録をもとに操業の絲

過を見る‘，

1号炉の操業過程

吹子街取り付け埋める。

送風|｝M始

叢のひび割れ袖修

吹了に小さな空気脈れ→修復

-IIWIII座低ド｡火力兇る穴のつよ

7:06

7:53

10:00

10:18

10:29 りが

jli(Ikl

迦風孔にIII途半端に溶けたスラグを取り

風の抜け道を作る・→下部のil,,{鹿低|<

を防ぐ。

乾燥砂鉄少並

これより磁送砂鉄

乾燥砂鉄少賊

乾燥砂鉄少f,-i

ノロが''1然に流れ川た°

サンプル体採取

ノロ川し「Iより、風が多すぎるためllil

1l:50

12:30乾燥砂鉄少並

13:32これより磁送|抄

14:33乾燥砂鉄少賊

15:39乾燥砂鉄少f,-i

16:22 ノロが''1然に淵

16:43サンプル休採ll

17:34 ノロ川し｢Iよ｛

火レンガを満く

20:20 -55cmll:め

操業／3号炉砂鉄装入の様子｡

い

や り

、 し

RALn
3一・趣､二･幸摩滅・一 口

直●珍癬－，承F,嵜吾￥

篭漁f塔警‐穂 ､

I

nF

操業／砂鉄を入れる際は､炉壁に沿ってまんべんなく置くように入れる。
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Ⅲ古代たたら製鉄の復原

操業／炉内ガス潤度測定中。
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操業／1号炉ホド穴の補修。

‐い，

二

■

■

７

０

′
ヤ

卜

iml 1 11
瞳舗塞

q

<､
翻 ＃

函

淫 ＝

P

1酎噛 ．

■

ら

／
珊 亀

軸溢
全

53



操業／1号炉｢湯口｣よりノロが流れ出す‘

操業／2号炉操業状況。
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Ⅲ古代たたら製鉄の復原

2号炉操業過程

6:50 火入れダンゴ作りつぶりの|さに堀

8:13 "1 1If

9:31 2509,250921nlに分けて投入

9:57 ひび榊修

14:03 "

14:28細砂､粒砂25%ずつII肥介

14:38"I_11州通

19:40 -4m/m砂混合5%

20:37－40cm111め

操業／2号炉｢つぶりI上の清めの塩。

操業／2号炉砂鉄装入。
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3号炉操業過程

7:53送風開始

7:53木炭満杯

9:33炉のノロ出津口ふさぐ

ll:34ねばくほせひく 羽口4本つよりぎみ

l2:10勢いが良くなりつつある。

13:15右側小口を突く ノロは粘りがある

13:24左側小口よりノロが流れ出る｡羽口4本

OK

13:29 2号炉側ノロかたまりあり 溶けれ

(XOK

13:29左側小口よりノロ流出ほぼ液状

13:44小口部出口をノロが防ぎドロドロの塊

13:47右側(2号炉側)小口からはノロ塊が溶

出し始める。

15:40火勢強い

16:03右側小口のノロ塊取り出し

16:06左側小口のノロ塊取りだし粘性強い

（風速ガス濃度）

16:16火勢強い

16:31炉床部にたまった粘性の強いノロかき

出し

液状化したノロも同時に流出

16:42火勢は非常に強い

16:50火勢は非常に強い粘性の強いノロが

小口部に集中

16:57 "

17:05右側小口より非常に粘性の高いノロ取

り出す左側小口より液状ノロ流出

17:09～17:21

火勢は依然として強い炉床に鉄がで

きている

ガス濃度調査

左側小口よりノロを流出させたあと、

炭灰でふさぐ

ｲi側小口より大量のノロ流出

小口部より大勢の強炎

約3分間(14:15～l8)片方の送風スト

ップ小口より流出やや

右側小口より液状ノロ流出

大勢強し送風機側の火勢は特に強い。

液化したノロを流出させた後炭灰でふ

さぐﾞ

右側小口の火勢強い

小口部延長上にある満にあるノロをか

き出す→ノロ塊

炉床に付着するノロが左側小口より流出

火勢落ち着く 炉上部の火勢は強い

小口の火勢は弱いが上部は強い

小口部のノロを除去粘性の強い塊

｛i側小|コノロ塊でつまるも液状ノロが

少量流出

塊(こぶし大)有不純物まだ多い銑

流出

左側小口よりノロかき出し粘性は非

常に強い

火勢強い

左側小口より液状化したノロ流出

14:00

14:05

14:10

17:30～17:37

やや粘性のある液状のノロが流出

17:42 "

レンガ状の塊で小口部にふたをする。

17:51火勢は依然として強い

18:05風速測定

18:49両小口よりノロ出し粘性の強いノロ塊

14:20

14:25

14:31

14:36

14:39

14:42

14:56

15:04

15:09

15:13

15:17

15:23

15:29

15:33

識



m･IIi代たたら製鉄の復原

操業／2号炉|湯口lよりノロが流れ出す~。

操業／2号炉炉内のホド穴周辺についたノロを｢ホド突き｣を用い､取り除く。
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操業ﾕ11 1 1の各炉ごとの責任者コメン

|､を見ると、l }j･力i･2)炉の順調な様j翁

と3牙炉の緊辿した賜而が伺える。

3号炉では1311ｷから14.時のi氾録のな

かで､ノロ流川の状態が悪く小｜｜付近

で塊ができノロ排''1に下問取られたよ

うであるが､ I I I-めの対処が功を奏し力i

内淵度の低I<等は兄られず､その後は

順調な状態にもどっていく経過が兄ら

れる・

’ 1≦ Iイ

I F

面

－1け~“

寸一
､

に雪

血＝』

一

、

』

ｰ
『 0

－－●垂

宰

一

０
Ｊ

操業／木炭装入後､上面の木炭をならす。

操業／諸観測機器の記録状況。
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Ⅲ古代たたら製鉄の復

各
炉
及
び
関
係
箇
所
担
当
表

明
繩

原
田

木
野

成
／
／

編
括
括

班
総

業
館

操
総
当Ｉ 日刀保たたら村下

熊本県立装飾古墳館参事

1号炉 2号炉 3号炉

責任者 山本祐忠 木原明 堀尾菫

炭焚き 松永源六郎 長谷部善一 山下義満

サブ 富山堅児 後藤貴美子 出合宏光

諸計測 責任者 部田博善

ガス分析 記録 三木ますみ

温度･風速･風圧 〃 戸田清恵

〃 〃 永森雪子

小廻り 亀田学

〃 阿南亨

1号炉足踏み輪 1班責任者 古閑敬士 他4名

〃 2班責任者 林田和人 他4名

〃 3班責任者 小田昭二 他4名

〃 4班責任者 川口孝 他4名

3号炉差轆 5班責任者 高見淳 他1名

〃 6班責任者 赤星雄一 他1名

〃 7班責任者 飯富英博 他1名



操
業
当
日
に
使
用
し
た
道
具

認 ノ

板しんどり(2丁）

材憧松又は杉

法l,t 455mm×375mm×100

I I刀保たたらでは、釜Iの残｜･､除去・

述搬､粘’.や炭の迎柵に川いられるが、

j'i館では炉|ﾉjに炭を柿入する際に川いた‘

蕊篭灘鍵
■マロ
ー”

蔽肖
垂蔦蕊

｜
グ
ー

墨
口
で

》
》

鎧へ

司亨

砂鉄箱(2丁）

材憧イミ|ﾘl

法IIt 430mm×335mm×lOOmm

l l〃保たたら道典ｿ調には蝿く、III代た

たら川の道典である。|州｣皇切りで''1火を

仕切り、|沙鉄を分けて装入する際に分:蛾

を兄る｜｜安にできるよう作られている。

lダリのllli,iは､小ﾉ側スコップのllli,iに合わせ

て作られている‘
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Ⅲ．占代たたら製鉄の復原

炉
内
温
度
変
化
表

Z 上釜

／

①

Z

中釜②

／

③
／／

／

元釜

／

／

寵

L"ノン笏〃’〃γγｩ〃〃'/‘〃Z〃j〃γγﾝxZ

’1号炉炉内温度

7心一一ご二三玉、
ざ
ぷ
、
ず
ぶ
．
辞
ふ
ざ
識
．
辞
岱
》
ず
ぜ
、
《

ロと一一~イ火入れ式
ー

八

二一
さ
－堂

ﾆﾆﾆｱｰｰｰ竺二

諏

一
↑

獄･●ず｡●●試識･●識鳶●ざぐさ●や●や冬･ざ食や蝿●●ぷぷ●●ﾍ舎擶ず蕊§

－①－②一③－炉底’
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号炉炉芯2 温度

ぷ
．
識
侭
》
拶
鳶
§
識
》
挙
岱
群
ぷ
ゞ
ず
ぶ
》
ぶ
ず
、

、
、
、
、
、
、

ハ

〆／~ヘーーーーー、一一一、 ﾉｰ/、/~一/、~、〆／
シ ~～

記~／
火入れ式

／
I 八

I，
坐
》

↑
送風開始

●ﾍ●試鴛ぷぷ●･ず、ぷ･蝿●･●●･●念●ぎぎぷぐ●ずや●ぷ･●ずぶ
－①－②一一③－炉底

3号炉炉内温度

鳶

ぷ
ず

／~－可~一一
一

／~火入れ式

／り,一へ～ぐ
ず

～

/f/ ～／
L~←/、_へ ／

ノ 泊一へヱーーーーーーへ ≦一-－－－－－－字一J識
》
ず
谷
ざ
ぷ
〕
識
ず
ぶ
ず
。

〃～

バル
～一一一一

一一一二

二A 一一一一一一

空一学一一一一一一

やく浄宅《｡名や罰や酎浄●や､ドi鞠､§f，●や●やぶぎぎ●や●金や●●，ややや浄ぐや､ざ齢ややや梅､〔〆，●浄fや

国､--･一の-.--便 ③一・一炉
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Ⅲ古代たたら製鉄の復原

■■■■■■■■■■■I■■■■■■■■■■ロ■ロ■■■■■■■■■■B■■■■■B■■■■■■■■■■■■■日■■■■■Q■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■■p■ロ■■■■Ｉ

。
■

弓
垣

々
■
■
日
日
■
日
日
日
日
日
日
Ｂ
Ｂ
Ｂ
８
８
８
８
日
日
日
■
日
日
８
日
日
も

＄
日
日
■
■
■
日
日
日
日
■
８
日
日
日
■
８
８
日
日
日
日
日
日
日
日
日
８
ヶ

毎■

私がこの顔になったわけ！

そろえる作業｢炭きり｣を行ったためです。

たたら炭を1つ1つ手に取って刃物で切

って行く作業は､地道ですが操業の成否を

左右する大切なものだけに重要な仕事のひ

とつです。

本当にご苦労さまでした。

下の写真を見てください。

準備段階から参加しているスタッフの1

人です｡なぜ､このように真黒な顔になった

のでしょうか。

答えは､たたら製鉄操業の前日に､当日使

用するたたら炭を使いやすい大きさに切り

｜｜【 l 1 I I lO I 1 I Iー~｜■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■~l I l I l I■■■■■■■■■■■1 1 1 号l I l l lU I Iｰ IU■rD I l0 nlE1 1 ‐ l 1 n IE I l l l lU －l l ‐I■■1

『
k■〆

iうど一
。

F
h

炭きり／私がこの顔になったわけ
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平成11年度前期企画展

古代たたら製鉄
一孑夏1束の言己塞最一

鉄と信仰

蕊

峠上



桂
の
木
と
鉄
を
め
ぐ
る
信
仰

一画 一■一一＝一一ー＝

一
一

局

たたら製鉄は､I I 11JI山地をIII心とした地域で、

その技術を確立しました｡炉|ﾉ1で木炭を燃焼さ

せ砂鉄を装入し鉄類を作り川すというこの技術は、

III11t以前には当時の人々に驚きと恐れをﾉﾉえて

いたことと思われます。

鹸近でこそ炉|ﾉ1の状況､砂鉄と空気の反応状

況など調査され､そのメカニズムは解|ﾘ'されて

いますが､村下の感にたよる時代はひとえに|Ⅱ米・

不出来は金屋子#IIIのなせる技といわれていたよ

うです。

この金屋子#111は言い伝えによると､女；II1とさ

れ播磨|玉|千草(現在の兵庫県宍粟郡千草町)から

白鷺に乗って飛び立ち､出雲l'il比出(現在の‘粥根

県能義郡広瀬lll]･凹比IH)の枕の木に降臨し､この

地で鉄を吹く技術を伝えたとされています。

昔はたたら操業中､女‘性が立ち入ることは女

神である金屋子ﾈIIIが嫉妬し､うまく鉄が吹けな

いと近世までは、信じられていたようですが､現

在はそのようなことはありません。

金朧子神が降臨したといわれる桂は､やがて

金膿了神が術る木として信仰の対象となり、た

たら操業を行う場所には金膣rの社とともに

必ず柚えられていたということです。

現在でも､ ' l il'il l ll地各地で桂の水を探せばそ

の近くには､たたら跡があるといわれるほど､儒

仰は11fく守られていました。

｜｜刀保たたらでも敷地lﾉﾘに金屋･了iIII社が祭

られ脇には椎がそびえています｡ここの命屋子

神社の社前には､現在でも鋼が供えられ､伽|お

#III洲は欠かさないということです｡さらに､向殿

内の炉を兇ドろす場所にも祭られ､｢令臆子さん」

として{占仰が生きています。

)'1館で実施したときも､木〃i(村ドにより稚の

幼水を用意して砿き､炉の保存幣術が終わり

次第近くに移しかえる予定です。

％ﾙ根県能義郡座瀬町比lllに金屋子ﾈIII社総本

社があり､現在でも店く製鉄関係者の伯仰を集

めいています。

<参考文献〉

r絵図に表された製鉄鍛冶の神像』鉄の道文化圏金屋子神話民話館特別図録シリーズ、1 1994

『鉄人伝説･鍛冶神の身体』鉄の道文化圏金屋子神話民話館特別図録シリーズ21996

鈴木卓夫『たたら製鉄と日本刀の科学』雄山閻1990
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1V鉄と信仰

日刀保たたら金屋子神社と桂
67



F一－

日刀保たたら金屋子神社

社の前に綱が供えてある。
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Ⅳ鉄と信仰

｢金屋子神と鑪図」卜蔵家長塩雪山作(木原明氏所蔵

『JZ

皇J＝ 毛

鱈 I〔
瞳

巴

津シb－ ー垂ン■一

｢金屋子神と鍜図｣有声作(和銅博物館所蔵）

』蕊溌曇蝋墜戦蕊溌蕊瀧蕊認懲遮蕊溺墜溌塵溌

69
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q ･ 』 4画､ ㎡且。、､…､

金屋子神社本殿

唾
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Ⅳ鉄と信仰

操業の終わったたたら炉

｢古代たたら製鉄｣復豚が終えた翌朝、あのけたたましいまで

ふいどの音の余撤が残る｢たたら場｣では林立する三蕊の炉は、

腹底に鉄塊を抱えながら静かに立ち尽くしていた。

ﾛ■■■■■■■■■ロ■■ロ■■■■■■■■■■■■■■■■画■■■■■■■U■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ！■
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日
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日
日
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日
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８
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日
日
■
日
日
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０
日
日
日
日
日
■
日
日
日
日
■
■
■
日
日
日
日
日
日
も

~ロ■

、
■
■
日
日
日
日
日
日
■
８
８
日
日
日
■
日
日
８
日
日
日
８
８
日
■
日
日
日
日
■
■
■
日
日
日
日
■
〃

垂

一

製鉄炉を屋外展示施設

として整備する。

ように本体を硬化する薬品を注入し､電動カ

ッターを使い炉壁を切断します。

縄は炉壁に沿って張りついていて取り出

しに難航しましたが､無事取り出すことがで

きました。

あとの2皇の炉は､1号炉が4分の1カット

し断面及び炉床を見せることとし､2号炉は

炉内部･外部とも補強のうえ吊り上げて鋼を

取りだし､完全な形のまま保存することにし

ました。

日刀保たたらで毎年行われている｢たたら」

は､通常､操業が終わったと同時に､中の鋼を

取り出すために取り壊されてしまいます。

埋蔵文化財の発掘調査により見つかる製

鉄遺跡においても､ほぼ99％の遺跡で炉本

体は検出されず､炉床部分の焼けた士か防湿

施設の一部しか確認されません。

そこで､今回は炉本体の取り壊しは行わず

炉壁の燃焼具合を観察できるように断面を

切り取って保存することとしました｡(3号炉）

炉には事前に風化して壊れてしまわない

■■■B■■■■■ﾛﾛ■■■■■■■■ロ■■pH■■■■■■■■■ﾛ■ﾛ■■■■■ロ■ロ■ロ■ロ■ロ■■日ﾛ■■■■■■■■ロU■■ﾛ■■ロ■ロ■ロ■■■■■■■q■■■■ﾛ■■■■ﾛ■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■ロ■■ﾛﾛ■■■■ﾛロ■■■■■
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蕊の取り出し作業 I ’

、ド成1 1 ili6)j初11jに力i保存

のための､lim化件莱が終j"した

ため州の取りⅢしを災施しま

した．

'|f鰍に作業を進めた紡果､取

り川し作堆|)M始から約l ll制H1後

に3)j･"iの炉底から約34kgの

鋼を取り川すことができました急

2号炉鍜取り出し

／
／ ′、

_一 一 .＝一一

3号炉取り出された鱈 たたら炉の切断状況
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展示資料一覧
■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■■■■

展示資料一覧

JO1

002

003

004

005

006

007

008

009

010

011

012

013

014

015

016

017

018

019

020

021

022

023

024

025

026

027

028

029

030

031

松灰

〃

″
″
″
″

J.6kg

38kg

34k(-1

″
″
″
″
″
″
″

73

資料名 点数 単位 所蔵･保管者

真砂砂鉄

たたら炭

赤鉄鉱石

床締め

釜がえ

残士えぶり

ほどつき

板しんどり

種鋤

手押し差し吹子

砂鉄箱

銑
銑

津
津

出
出

炉
炉

口
弓
ロ
石

１
３

鋼
鋼
鋼

炉
炉
炉

亘
弓
亘
弓
巨
言

１
２
３

2号炉ノロ

Ａ
Ｂ

級
級

１
１

鋼
鋼

玉
玉

玉鋼1級(中･小粒）

Ａ
Ｂ

級
級

２
２

鋼
鋼

玉
玉

玉鋼2級(中･小粒）

卸鉄用

銑

たたら炭断面模型
やりがんな

玉鋼製｢錐」

素環頭太刀(復原）

金屋子神と炉図(卜蔵家)複製

金屋子神と炉図 複製

鉄か宰図 複製

１
１
１
２
２
２
３
３
２
１
３
１
１
１
１
１
２
５
３
２
５
３
２
５
５
１
１
１
１
１
１

式
式
式
本
本
本
本
台
本
墓
台
個
個
個
個
個
式
個
個
個
個
個
個
個
個
墓
本
本
本
巻
巻

烏上木炭銑工場

″
″

日刀保たたら

″
″
″
″

烏上木炭銑工場

″
″

熊本県立装飾古墳館

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

鳥上木炭銑工場

木原明氏所蔵

和鋼博物館所蔵

原資料木原明氏所蔵

原資料和鋼博物館所蔵

原資料木原明氏所蔵
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エピローグ
〒－－ 一二一一一』一二

ll

エピローグ

－近世たたら製鉄の衰退と消滅一

I11･来､H本刀の原材料として使われている玉鋼などの鉄

頬は､利鉄として伝統技法である"たたら吹き"によって作

り川されてきました。

たたら'りくきは､長く村下(=技師長)と呼ばれる指導者のも

と一子相伝として技術が保持･伝承され近代まで伝えられ

てきましたが､明治時代における西欧から導入されてきた

国営洋式高炉製鉄所の建設とともに､この伝統技術は衰退

していきました。

それまで､中国地方を中心とする地域では良質の砂鉄が

取れること､燃料となる木炭の確保が容易であること等か

らたたら製鉄が行われてきましたが､これら民営たたらは

その多くが明治時代末期までには姿を消しました。

江戸時代に奥出雲を中心にたたら製鉄で財をなし｢出雲

御三家｣と呼ばれた､鉄山師の一つでもある田部家でも｢時

代之進運二連し数百年連綿タルー大国家事業即チ鉄山師モ

終二支フノ哨眉ハズ廃業の止ムナキ運命トナレリ」と書き残し、

約130年続いた菅谷たたらの最後が記されています。



たたら製鉄用語解説
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

図録のなかで使っているたたら用語

かまつち

釜土(粘土）

築炉用の粘土は､花崗岩の風化したもので、

酸化圭素(SiO2)が適量含まれていて適度な

耐火性と鉱津を造る性質をもつことが必要

で不純物が少ないことが条件とされる。

たたら製鉄では､釜土の良し悪しで大き

く操業の成果に大きく影響するため､昔か

ら｢一に土､二に風､三に村下｣と言われるよ

うに重要視されてきた。

たたら

たたらとは粘土で築いた炉に砂鉄と木炭

を装入し､吹子で風を送り木炭を燃焼させ

砂鉄を溶解し､極めて純度の高い鉄類を生

産する日本古来の製鉄技術を言う。

むらげ

村下

たたらを操業の際の指導者｡技師長

にっとうば

日刀保たたら

（財)日本美術刀剣保存協会が島根県仁多

郡横田町大呂㈱烏上木炭銑工場内に､開設

しているたたらの略称。

けら

鍋
上

日刀保たたらで一代(三昼夜)の操業では、

砂鉄8t、木炭13tを作り出される鋼は、

2.5～3.5t・鋼､鉄､銑などが含まれている。

これらが総称して鋼と呼ばれる。
たまはがれ

玉鋼

一級品は純度が極めて高く、炭素量1.0～

l.2%を含有し､破面が均質なもの。

ずく

銑(銑鉄）

鋳物の材料とか包丁鉄の原料に使用する。

炭素l,7%以上のもの。砂鉄

砂鉄は採取の場所により山砂鉄､川砂鉄、

浜砂鉄と呼ぶ｡また､中国地方の山砂鉄は真

砂砂鉄と赤目砂鉄に分かれる。

包丁鉄(錬鉄）

銑や歩鋼(玉鋼と銑との中間の炭素量)を

大鍛冶場の火窪で脱炭し鍛冶して作ったもの。

"割り鉄"とも"延べ鉄"ともいい､低炭素の

錬鉄で刀工はこれを刀の心鉄にするが､一

般的には日用刃物･釘その他の柔らかい鉄

材料に使用する。

ま さ

真砂鉄

磁鉄鉱分の多い砂鉄を言い､鋼生産に適

している砂鉄｡砂鉄は､花崗岩などに含まれ

る鉄分が風化作用によって母岩から分離し

たもの。
の

野だたら

風通しの良い尾根上にて､自然風のみで

操業する古代たたら製鉄方法。

あこめ

赤目砂鉄

赤鉄鋼やチタン鉄鉱を含む砂鉄で､銑鉄

生産に適した砂鉄。
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たたら製鉄用語解説
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

えぃだい たかどの

永代たたら(高殿たたら）

長期的に安定した鉄を作り出すために、

炉の地下に湿気を防ぐ施設を有し高殿と呼

ばれる覆家(作業場も付属する)が付き､長

期間操業することができる施設。

現在､当時の姿を残しているのは江戸時

代から田部家の主用たたらであった島根県
･『がや

飯石郡吉田村に残されている｢菅谷たたら」

だけである。

＆か4J -1~み

囲を｢砂鉄七里に炭三里｣と呼び砂鉄採取場

から七里以内､炭焼き山から三里以内が好

ましいとされてきた。

タタラ吹きに使用する木炭は主にナラ・

マキ･ブナ･クヌギなどの雑木､地方によっ

ては松･栗を用いた。

かんななが

鉄穴流し

砂鉄を含む黒雲母花崗岩･花崗閃緑岩の

山を崩し､長い水路をもうけて土砂を流し、

流れる過程で重い砂鉄を沈殿させて採取す

る方法｡しかし､昭和47年3月水質汚濁防止

法により長い伝統を持つこの方法も廃止さ

れた。

けらおしばう

鍋押法

玉鋼を含む純度の高い鉄類をとることを

目的とし､使用する砂鉄は溶けにくいが還

元しやすい真砂砂鉄を使用し､炉内に鋼と

呼ばれる鍋の塊を作りだす手法。
てんびんふいご

天秤吹子(足踏み吹子ともいう）

炉を真中にして両足で左右の板を踏み安

定した風を送る吹子｡他の､地域には見られ

ない独創的な送風装置｡天秤吹子は出雲で

は元禄4年(1691)､石見(島根県)では享保年

WW(1700年頃)から使用したといわれている。

ずくおしぱう

銑押法

原料の砂鉄は､溶けやすいことが第一条

件となるため酸化度の高い赤目砂鉄を使用

する。

銑鉄をとることを目的としているため、

溶銑の状態で板状に固め小割にして製品化

する。

この方法での操業期間は鋼の成長を目的

としないため､鋼押しよりやや長めの操業

が可能である。

たたら炭

たたら炭は完全に炭化させず炭の中に少

しガスカ渡るように早めに止めたものを言う。

ガスを多く含む炭は火力を上げることができ、

高温を維持するたたらには向いている。

たたら炭は､現在も一代で約12t使用す

るため､たたら場から炭､砂鉄の供給地の範
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古代たたら製鉄復原操業を終えて

古代たたら製鉄復原操業を終えて

平成lO年7月に初めて日刀保たたらを訪ね､木原村下とお

会いしたことが遠いことのように思われる。

12月に操業実験を当館で行う際､作業内容を事細かにご指

導いただき､遠く熊本の地で準備に携わる者として大変助かる

ことが多かったことが思い出される。

当館での操業の希望を12月とお伝えしたときは気付かなか

ったことだが､翌1月からは日刀保たたらの操業準備で一番忙

しい時期であるにもかかわらず､快諾頂いたいたことに深く感

謝する次第である。

また､操業準備期間中､木原村下におかれては､他の関係者よ

り一足早く、単身来熊され､ご指導いただいたお蔭でたたら操

業の成功のカギを握る｢下灰｣を十分に施すことができた｡地元

の者だけであったなら､おそらく失敗していたことと､今さら

ながら想う次第である。(詳しくは本文にて）

さらに､操業が近まり､㈱烏上木炭銑工場長部田博善氏､|司

じく堀尾薫氏､備前國祐忠鍛刀処刀匠山本祐忠(哲也)氏と

の合流､さらに日立金属安来製作所ワイエスエス代表取締役

橋場辰弥氏の激励も頂き関係者一同､準備の段階で疲れきっ

ていた肉体を奮い立たせる何よりの心使いであった。

それにしても､今回の｢古代たたら製鉄復原｣に参加し､足踏

み吹子･手押し差し吹子さらに諸データ観測をお手伝い頂いた

すべての方々に感謝､そして感謝である。
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正 誤 表

1プロローグ プロローグ 9 61頁下段1号炉炉内温度（グラフ）

この文章は、→国出鉄…諸市買皆用鉄、如中国銭 『両鯛→F蹴蘋颪
『三国志』魏書巻三十東夷伝辰韓より 1062頁上段2号炉炉内温度（グラフ）

この文章は､三国時代… 面面壷爾→応さ碗1
2プロローグページ 11 62頁上段3号炉炉内温度（グラフ）

’行目～蜀に使えその後～→～蜀に仕えその後～ 応毒壷題→[亜亟函

2行目～使えることになった→～仕えることになった～

18頁22行目

～を包むかや寡で～→～を包む茅で～

24頁13行目

~悪渥が必要をつくる必要がある。 →～謬渥が必要である。

12 73頁28行目

たたら炭断面潅浬→たたら炉断面模型

13 78頁7行目

猿渡真由美～樹度真弓

14 79頁19行目

～攝鐡壼弥氏の激励も～→へ橋場辰弥氏の激励も～

3

4

5 38頁23行目

～土を塗るときに持ちいる。 →士を塗るときに用いる。

6 40頁4行目

炉に吹子からのはぐち羽口を～→炉に吹子からの羽白を～
7 40頁20行目

ホド穴に容着した～→

8 59頁11行目

永森雪子→長森雪子

ホド穴に付着した～
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